
エンジェル税制拡充の状況
○創業期ベンチャーの育成に有効なエンジェル投資を増やすためには強⼒な税制上の優遇措置

の拡充が必要とされている。
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（出典）経済産業省 ⽇⽶起業協議会
平成24年10⽉公表資料（付録９）
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IT活⽤による新たな資⾦調達法（クラウドファンディング）
○事業投資⽤資⾦の調達法として、ITを活⽤したクラウドファンディングの世界市場が拡⼤しつつあ

る。国内でも注⽬され、環境整備もされつつある。シーズ・スタートアップでの投資型クラウドファン
ディングとエンジェル投資との組み合わせが期待される。そのための税制優遇や規制緩和等を伴う
法整備などが開始されつつある。

＜ＩＴを活⽤した資⾦調達の世界市場規模＞

＜ＩＴを活⽤した資⾦調達のパターン＞
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2.(2) ‐12

⽶国 ⽇本
投資家数 約23万⼈ 約1万⼈

年間投資数
（１件あたり）

約5,000
万円

約100〜300
万円

年間投資額 約2.5
兆円

約200
億円

（出典）平成20年度経産省委託調査報告書「エンジェルネット
ワークの形成促進に関する調査報告書」をもとに作成

＜エンジェル投資家の⽇⽶⽐較＞

類型
⾦融商品
取引法

との関係
出資対価 ⼀⼝あたり

出資額
資⾦調達

規模

寄付型 無 無
礼状 1円 〜数百万円

商品
サービス
購⼊型

無 商品・
サービス 千円程度 〜数百万円

貸付型 有 ⾦利 1万円程度 〜数千万円

事業投資型 有 事業収益 1万円程度 〜数千万円
（出典）中⼩企業庁作成資料
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